別紙　いじめ問題対応　　組織図





　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　



　　　　　　　　　　　






　　　　　　　　　
　
教頭　　　 　学級担任　　　　　　生徒指導　　   学級担任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主事　　　　 養護教諭
　　　　　　　　　

　　ＰＴＡ　　　　 周辺児童　　　　　 　加害児童　　　被害児童
　　　　　　　　　　　　　　地域　　　　　　　　　　　　　　　　保護者　　　　保護者
担任以外は、努めて子どもと触れ合うことを通して





担任は、日常の学校生活の観察を通して





いじめの発生・発見





保護者・地域の住民





子どもの人間関係の事実の把握





児童生徒・教職員


・アンケートから（学期に１回）


・教育相談から


・子どもたちから


・日常の観察から








教育委員会








報告・相談





いじめ問題対策チーム





警察





連　絡・調　整





助　言





（管理職が招集する）











校長（教頭）





いじめ対応


アドバイザー





生徒指導に関するファイル





・いじめられた子どもから


・いじめた子どもから


・傍観者から


・保護者から


・友達から


・他の教師から


・地域から





児童相談所





事実の確認





平時からのいじめ対策


・いじめを見逃さない学校づくり


・学校や教職員の対応力向上


・基本方針の策定・周知


・風通しのよい学校づくり





他の外部機関





個別案件対応班（校長、教頭、生徒指導主事、養教、該当児童担任）状況を把握し指導方針作成


・担任：事実の報告


・生徒指導主事：会議の内容記録





全校児童への対応


説明・指導





全保護者への対応


説明・方針・報告


協力依頼





職員会議で状況説明・方針を周知する


　＊状況把握と共通理解


　＊指導後の状況把握


　＊担任は、毎月の「子ども達の様子」の場を活用し、指導の経過を報告する


　＊他の職員はそれぞれの立場から気づきを報告する





いじめに関する共通認識


①いじめは「どの学校にも、どの子どもにも起こりうる」ものとの認識に立つこと


②「いじめは人間として絶対に許されない」との認識に立つこと


③家庭・学校・地域社会などすべての関係者がそれぞれの役割を果たし、一体となって真剣に取り組むこと





「いじめ」の定義


①当該児童，生徒が一定の人間関係のあるものから


②心理的、物理的な攻撃を受けたことにより


③精神的な苦痛を感じているもの


④起こった場所は学校の内外を問わない


※いじめにあたるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童の立場に立って行う








